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3.2 協力対象事業の基本設計 

3.2.1 設計方針 

3.2.1.1 協力対象範囲 

本プロジェクトの工事範囲は以下のとおりとする。 

・ 現橋の撤去（新橋建設のために必要な場合） 

・ 橋梁本体の建設 

・ 取付道路（計画橋梁が現道に擦り付くために必要な区間） 

・ 橋台防護工、護岸工、洗掘防止工（計画橋梁防護に必要な範囲） 

・ 迂回仮橋の設置（本プロジェクト工事のために必要な場合） 

 

3.2.1.2 設計の基本方針 

(1) 自然条件に対する方針 

地形条件、地質条件、河川条件、地震等のサイト状況調査に基づき橋梁計画・設計を行う。 

設計洪水位の検討にあたっては、聞き取りにより既往最高水位と水文・水理解析による 50年

確率の洪水位とを比較し高い方を設計洪水位とする。地震が多い地域であるため、適切な耐震

設計および耐震構造とする。 

 

(2) 社会経済条件に対する方針 

対象道路の現在および将来の交通量および交通荷重を考慮して、橋梁幅員および設計荷重を決

定する。同様に、サイトの交通条件を考慮して、取付道路の幅員構成、舗装構造厚および幾荷

構造基準を計画する。 

 

(3) 建設事情／調達事情に対する方針 

現地材料や現地製品を最大利用する計画とする。品質、コスト、調達信頼性等を考慮して材料

を選定する。材料、機械、労務等の現地調達事情を考慮して、効率的な施工計画を立案する。 

 

(4) 運営・維持管理に対する方針 

対象橋梁の完成後は州政府および県政府に移管され、維持管理されることになる。州および県

は地方組織であるため、国道に比べ十分に維持管理されない可能性を考慮し、できるだけメン

テナンスフリーの橋梁構造を計画する。 

 

(5) 施設のグレード設定に係る方針 

橋梁および道路の設計水準・基準は、基本的に「イ」国公共事業省が定める設計基準の州道に

該当する値を採用する。ただし、我が国や米国の基準に照合しそれが適切であるかどうかを検

証する。また、現在、ニアスで橋梁や道路の復旧事業を実施しているBRRや IREP等の他ドナー

が採用している基準値を参照する。 
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(6) 施工方法に係る方針 

施工が円滑に実施されるよう、インドネシアおよび我が国で一般的な技術および資機材を使用

する工法を計画する。品質保証に必要な材料試験および出来形検査の手順・基準を設計図書お

よび仕様書で明確に記述する。工事が常に周辺住民および工事従事者の安全並びに環境への配

慮を行いながら実施されるよう施工計画を立案する。工事中は一般交通のための迂回路を設置

する。 

 

(7) コスト縮減に寄与する設計方針 

施設の基本設計にあたっては、必要な機能および耐久性等を確保できる範囲で、プロジェクト

コストの縮減を図る。主な方策は次のとおりである。 

・ 材料は現地製品を含めコストを比較して選定する。 

・ 工法は現地資機材を利用する工法を含めコスト比較して選定する。 

・ 現在および将来の交通量、交通荷重に見合う橋梁幅員、設計荷重とする。 

・ 護岸工、擁壁、側溝等は経済的な現地材料を利用した構造とする。 

・ 他ドナーの橋梁・道路の仕様との整合を考慮する。 

・ 最新の合理的な設計方法を採用する。 

・ 架橋位置はコストを考慮し選定する。 

・ 取付道路が盛土になる場合は、橋梁に縦断曲線を付け（太鼓橋とし）、盛土量および道路

延長を少なくする。 

 

3.2.1.3 環境社会配慮に対する方針 

(1) 環境社会配慮の基本方針 

本プロジェクトは、既存橋梁の改修を行うものであり、プロジェクトの実施によって、自然環

境を改変するものではないが、計画・設計および施工にあたっては次の点に留意して、環境・

社会への影響を最小限に抑える。 

・ 定められた環境法令に則り手続きし工事許認可を取得する。 

・ 架橋位置はできるだけ土地収用や住民移転を避ける。 

・ ユーティリティーや障害物の移設を最小とする。 

・ 迂回仮橋を設置する等、工事による交通への影響を最小にする。 

 

(2) 環境許可証の取得 

本プロジェクトには、北スマトラ州環境影響管理庁（BAPEDALDA）から環境管理計画書(UKL)

／環境モニタリング計画書（UPL）の提出が求められた。UKL/UPL は、公共事業省道路総局に

より作成され、BAPEDALDAに提出された。BAPEDALDAは審査委員会を開催し、提出されたUKL/UPL

に対して2008年 6月 24日付けでRecommendationを発行した。Recommendationには、工事の

許可、環境汚染防止法の遵守、半年毎の報告義務等が記載されている。公共事業省道路総局は、

本プロジェクト実施において、UKL/UPL および Recommendation に示された事項が遵守される
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よう管理するとともに、指定された時期にモニタリング報告書をBAPEDALDA等の関係機関へ提

出しなければならない。UKL/UPL および Recommendation の主な内容を、第 3.2.4.2 施工上の

留意事項の表 3.2-14および表 3.2-15に示す。 

 

(3) 土地収用／住民移転 

本プロジェクトにおける土地収用／住民移転は、当該地域の県知事を委員長とする土地収用委

員会により実施される。公共事業省道路総局は県と共同して、2008 年 4 月、公聴会・ステー

クホルダーミーティングを開催し、影響を受ける住民（PAPs）から土地収用と住民移転に関す

る合意を取り付けた。公聴会・ステークホールダーミーティングの概要を表 3.2-1 に示す。

公聴会・ステークホルダーミーティングの議事録を資料－７に示す。 

 

表 3.2-1 公聴会・ステークホールダーミーティングの概要 

場 所：ニアス県計画局事務所（４月９日）、南ニアス県Mezaya橋・Sa’ua橋サイト（４月10日） 

参加者：・公共事業省：道路総局計画局職員 

・ニアス県、南ニアス県：開発局、公共事業局、交通局等職員 

・サイト住民代表：郡長、村長、周辺住民、影響住民等（土地・家屋所有者等） 

協議内容：・プロジェクト概要の説明 

     ・土地収用、家屋移転等の影響範囲および補償方法の説明 

     ・本プロジェクト実施への賛意の確認 

意見等：・サイト周辺住民の工事への優先雇用を要請 

    ・サイト周辺からの建設材料（骨材等）調達の要請 

    ・住宅近接地での振動・騒音への配慮を要請 

    ・仮橋設置のために住宅・商店の撤去が必要な場合の補償の要請 

    ・着工直前に詳細な住民説明を要請、等 

 

 

今後は、E/N署名を受けて、工事開始前までに対象物件への補償と土地収用／住民移転が行わ

れる。本プロジェクト実施のために必要な土地収用および住民移転は表 3.2-2 に示すとおり

である。土地収用および住民移転の位置は、後出の表 3.2-10の平面図に示す。 

 

表 3.2-2 本プロジェク実施に必要な土地収用／住民移転 

橋 梁 土地収用面積（m2） 移転家屋（軒） 

 Nou橋 30 0 

 Nou A橋 30 1(仮設家屋) 

 Gido Si’ite橋 1,000 0 

 Idano Gawo橋 0 0 

 Mezaya橋 80 2（１軒は土台のみ）

Sa’ua橋 0 0 
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(4) 環境影響対策 

予備調査において、本プロジェクト実施により環境への負の影響を及ぼす可能性があるとされ

た環境項目とその対応策を表 3.2-3に示す。 
 

表 3.2-3 環境への負の影響と対応策 

環境項目 
（影響を受ける

期間） 
環境影響の内容 対応策/緩和策 

住民移転 
（長期間） 

・ 架橋位置変更、取付道路の線形変更に
伴い住民移転が発生する。 

・ 住民移転をできるだけ避けて架橋位置を
選定する。 

大気汚染 
（短期間） 

・ アスファルトコンクリートプラントか
ら粉塵・ばい煙が発生する。 

・ わずかであるが建設機械の排気ガスが
大気質を汚染する可能性がある。 

・ アスファルトプラントは人家から離れた
場所に設置する。 

・ 機械は日常点検と定期点検によって常に
良好な状態に保つ。 

水質汚染 
（短期間） 

・ 河川内橋梁基礎の掘削工事に伴い河川
水が濁る。 

・ 土堰を築堤し、濁水を沈殿させることによ
り泥水の河川内流出を防止する。 

騒音・振動 
（短期間） 

・ 建設機械が騒音・振動を発生する。 ・ 住宅地付近では、夜間、休日は騒音・振動
を発生する作業は行わない。 

 

3.2.2 基本計画 

3.2.2.1 設計条件 

(1) 設計基準 

「イ」国公共事業省道路総局は、オーストラリア、米国、日本等の道路・橋梁設計基準を基に、

独自の設計基準を制定しているため、本プロジェクトの計画・設計には基本的にこれを適用す

る。補完的にAASHTO（米国）および日本道路協会の基準を適用する。 

 

(2) 橋梁幅員の検討 

調査対象橋梁位置の交通量 

対象橋梁地点の現在および10年後の推定交通量（乗用車換算交通量）を表 3.2-4に示す。 
 

表 3.2-4 対象橋梁地点の現在および将来推定交通量（台／日） 

 2008年 2018年 

Nou橋 17,227 22,170 

Nou A橋 3,371 10,788 

Gido Si’ite橋 2,578 4,125 

Idano Gawa橋 1,815 2,903 

Mezaya橋 1,232 1,972 

Sa’ua橋 1,619 2,591 

注）将来交通量は交通量増加率５％と仮定して求めた。Nou A 橋は架け替え後２車線になるので交通量が

２倍になると仮定した。Nou A橋に増加した交通量をNou橋から減じた。（現在ニアス島は復興工事が

盛んに行われているため、工事関連車両交通が多いことと、2009年にBRRが閉鎖した後は経済成長が

減速する可能性を考慮すると、将来交通量はこれほど増加しない可能性がある。） 
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Nou橋のピーク時間交通量（乗用車換算）を表 3.2-5に示す。 

 

表 3.2-5 Nou橋地点のピーク時間交通量（台／時） 

ピーク時間 2008年 2018年 

07:15 – 08:15 1,310 2,096 

12:00 – 13:00 1,272 2,035 

17:00 – 18:00 1,314 2,102 

 

橋梁幅員の検討 

日本道路協会の道路構造令によると、設計交通量が次の交通量以下の場合は２車線とすると定

めている。 

・ 地方の一般道路：6,000～8,000台／日 

・ 都市道路：9,000～10,000台／日 

Nou橋を除く５橋は、10年後の推定交通量がこれ以下であるため２車線で十分である。州道７

５号線に架かる橋梁の幅員がすべて６ｍであること、および他ドナーによる橋梁が６ｍで計画

されていることからこれに合わせることとする。 

 

Nou橋幅員の検討 

Nou 橋の 10 年後の推定交通量は道路構造令の都市道路２車線の設計交通量よりはるかに大き

いが、日本道路協会の「道路交通容量」（米国の Highway Capacity Manual とほとんど同じ内

容である。）に示されている２車線道路の時間交通容量 2,500台／時より小さいため２車線で

問題ないと判断される。ただし、自転車やベチェ（３輪自転車および３輪バイク）等の低速車

両が混在しているため交通混雑を生じており、対策として低速車線を付加することが望ましい。

しかし、Nou橋に接続する擁壁で盛土された道路の幅員が９ｍで、連続して民家が近接してい

るため拡幅困難であることから、橋梁の全幅員は取付道路との連続性を考慮して９ｍとする。

歩行者交通量が多いため１ｍ幅員の歩道を両側に設置すると残された車道幅員は７ｍとなる。

小型車両幅が1.7m、ベチャが1.4m幅程度であるため、片側車道幅員内で小型車は低速車を追

い越すことができるため、低速車による渋滞を解消することができる。なお、現橋の車道幅員

が６ｍであるため、Nou橋完成後は、車道がこれより１ｍ広くなることと、下流のNou A橋が

２車線になることにより交通量が減少するため、交通混雑は現在より緩和される。 

 

対象橋梁の計画幅員構成を図 3.2-1に示す。 
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図 3.2-1 計画橋梁幅員構成 

(3) 橋梁設計荷重の検討 

ニアス島の重量車両のほとんどは総重量６～８トンの小型トラックである。わずかに復旧工事

関係の 20トンの大型トラックが通行している。大型トラックが少ない理由は、ニアスの道路

は幅員が4.5ｍと狭く、重量制限された仮橋が多数あったためとみられる。 

 

北スマトラ州政府道路・橋梁事務所およびニアス県住居・インフラ局に確認した結果、ニアス

州道に重量車制限の明文化した規制はないことが確認された。震災復興事業で道路が拡幅され、

仮橋が永久橋に架け替えられることにより、大型車が通行することが予想される。また、他ド

ナーの橋梁が公共事業省橋梁設計基準に示す国道と同じ車両荷重で設計されているため、本調

査においても同様とする。 

 

(4) 耐震設計荷重 

インドネシア公共事業省は道路橋梁設計のための耐震設計指針を制定している。内容は我が国、

米国およびオーストラリアの設計基準に類似したものである。最新の改訂版は 2005 年に発行

されたもので、先のスマトラ沖大地震が発生する以前にまとめられたものである。これには耐

震設計荷重として地域別の500年確率頻度の地震荷重が与えられている。ニアス島が所属する

地域の設計地震荷重は、支持地盤の加速度として0.46-0.50 Gまたは静的震度として0.21（中

位の地盤の場合）である。 

 

2004年12月26日および2005年３月28日にスマトラ沖で発生した地震はマグニチュード9.1

および 8.6であったと報告されており、世界的にも経験したことがない規模である。現在の、

我が国の道路橋設計基準が関東大震災や神戸地震の地震挙動に基づき決められているように、

本プロジェクトにおいても先のスマトラ沖地震を踏まえて橋梁の耐震設計がなされるべきで

Nou橋

その他の橋 
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ある。しかしながら、以下の理由により、本プロジェクトは現行のインドネシア公共事業省の

基準が示す当該地域の最大加速度（0.5 G）または静的震度0.21を適用する。 

 

・ 公共事業省道路総局は、現在のところ耐震設計基準の見直しはしない方針である。 

・ 現行の橋梁耐震基準は、ニアス島における新しいプロジェクト（BRRや IREP等）に一般的

に適用されていているため、本プロジェクトのみ別途設計地震荷重を変更することは他プ

ロジェクトとの整合がとれないことになる。 

・ 先の大地震を踏まえた本プロジェクトのための設計荷重を検討するためには、詳細なデー

タおよび地震解析専門家および橋梁耐震設計専門家が必要であり、本調査の中では対応で

きない。 

・ 先の地震のマグニチュードは異常に大きいものの、ニアス島地域で現行の設計地震荷重を

超える地震であったかどうか不明である。ニアス島の橋梁被害調査報告書等によると、橋

梁損傷の多くは、上部工の落橋防止装置がなかったこと、施工品質の問題、液状化対策が

取られていなかった等の理由が主に報告されている。 

・ 現行の橋梁設計地震荷重は、地震の多い日本、フィリピン、米国西海岸等の橋梁設計地震

荷重と比較して同等である。 

 

本プロジェクト耐震設計においては、現行の耐震設計を適用して設計するものの、すべての橋

梁は、地震で地盤や下部工が大きく変状しても落橋しないインテグラル構造とし、また、地震

により橋梁構造体に大変位が生じた場合脆性破壊するコンクリート構造より、変形に追従でき

る靭性の大きな鋼構造とすることを提案した。これにより、旧来より耐震性を高めた橋梁構造

となり、本プロジェクトの目的である大地震時においても避難路や緊急支援のための道路を確

保することができる。 

 

(5) 温度変化 

温度変化：±15℃ 

 

(6) 材料仕様 

コンクリート（設計基準強度） 

・床 版   30 Mpa 

・橋脚の柱と梁  30 Mpa 

・フーチングと壁  24 Mpa 

・場所打ち杭  30 Mpa 

 

鋼 板 

・主桁、添接板  JIS G 3106-SM490Y 
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・横構、補剛材  JIS G 3101-SM400 

・その他 の部材  JIS G 3101-SS400  

 

一般鋼材 

・鉄 筋   SD 40 (降伏点390 N/mm2)  

・高力ボルト  JIS B 1186 F8T (亜鉛メッキ) 

・鋼管杭   JIS A 525 SKK400 

・H鋼杭   JIS G 3101-SM400 

 

(7) 高 欄 

・RCポストと亜鉛メッキ鋼管レールの簡易な構造 

・レール高1.0m 

 

(8) 桁下余裕高 

流木のない河川：1.0 m （Nou橋、 Nou A橋、Gido Si’ite橋、 Sa’ua橋)  

流木のある河川：1.5m （Idano Gawo橋、Mezaya橋) 

なお、Nou橋とNou A橋は漁船が通過するため、桁下高は現在より下げないこととする。 

 

(9) 取付道路の幾荷構造基準 

取付道路の幾荷構造基準を表 3.2-6に示す。 

 

表 3.2-6 取付道路の幾荷構造基準 

Terrain 平地区間 丘陵地区間 山岳区間 市街区間 

設計速度 (km/hr) 60 40 30 30 

最小平面曲線半径 (m) 110 50 30 30 

最大縦断勾配 (%) 6.0 8.0 10.0 6.0 

舗装幅員 (m) 6.0 6.0 6.0 6.0 – 7.0 

路肩幅員 (m) 1.0 1.0 1.0 1.0 – 1.5 

 

都市内区間および交通量の少ない区間の曲線には拡幅は考慮しない。また、都市内区間および

低速走行区間の曲線には片勾配は考慮しない。 

 

(10) 道路の舗装構造および標準横断図 

対象橋梁が位置する州道75号線およびグヌンシトリ市内の道路はBRRが改修を実施している。

対象橋梁の取付道路の舗装構造はBRRが実施している州道75号線改修工事の舗装構造と同様
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とする。橋面舗装は３cm のアスファルト舗装を２層とする。橋梁取付道路の標準横断図を図 

3.2-2に示す。 

 

 

図 3.2-2 橋梁取付道路の標準横断図 

 

3.2.2.2 橋梁構造の検討 

(1) 上部工形式の検討 

一般的な上部工形式の特徴と適用条件を表 3.2-7 に示す。本プロジェクトにおいては、以下

の理由により、上部工形式としてすべての対象橋梁に鋼鈑桁を計画する。 

 

・ ニアス島は地震多発地帯であるため、橋梁構造に耐震性が要求されている。このためコン

クリート橋梁より耐震性能が優れ、損傷した場合でも軽量であるためジャッキアップ・溶

接加工することにより修復が容易な鋼桁が望ましい。 

・ 鋼桁の製作工場がジャカルタに10社程度あり、３ヶ月程度で桁製作が可能であるため、調

達上の問題はない。また、鋼桁に溶融亜鉛メッキすれば長期にわたり再塗装が不要である。 

・ PC桁はサイトに広い製作ヤードを必要とするが、グヌンシトリ市内の対象橋梁サイトのみ

ならず郊外のサイトにおいても用地確保が困難である。さらにPC桁架設には大型重機が必

要であるが、作業スペースの確保が困難である。また、郊外の橋梁までの運搬道路に急カー

ブや急勾配があるため、大型クレーンを搬入することが困難である。 

・ 骨材用の砂利はイダノ河から採取できるが、砂利には軟骨材が混入しているためPC桁用の

高強度のコンクリートが製造できるか疑問である。 

・ 長大重量のPC桁に比べ、分割された短小軽量の鈑桁は運搬・架設が安全・容易である。 

・ PC 桁の場合は、骨材を島外から調達、特殊工法による PC 桁の運搬・架設、現場作業が多

くなる等の理由により、鋼鈑桁より全体コストが高くなる。 

 

(2) 耐震構造の検討 

・ 上部工は軽量で靭性に富む鋼鈑桁構造とする。 

・ 下部工と上部工を一体としたインテグラル構造を採用する。 
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・ 下部工は、従来タイプの剛な壁または小判型でなく、フレキシブルな２柱タイプを基本と

する。塑性ヒンジ構造により、地震により大きな力を受けても橋脚が塑性化してエネルギー

を吸収することができる。 

・ 大地震に対して損傷を全く受けない橋梁構造はあり得ないのが実情である。補修可能な位

置に損傷（塑性ヒンジ）を生じさせる構造とする。 

・ 地質調査の粒度分析結果を基に液状化の可能性を判定する。液状化の可能性がある土層は、

地盤の支持力を低減した基礎構造の設計を行う。 

 

(3) メンテナンスフリー構造の検討 

・ 伸縮装置および支承が必要ないインテグラル形式構造とする。 

・ 鋼材は亜鉛メッキ仕様とする。これにより30～40年間再塗装が不要である。 

・ コンクリート床版面にアスファルト舗装する。 

・ 十分な長さの踏み掛け版（標準長５ｍ）とする。 

・ 護岸工、浸食防護工は耐久的な構造とする。 

 

(4) 塩害対策構造の検討 

・ Sa’ua橋はインド洋に面しているため海水飛沫量が多いので、亜鉛メッキの鋼鈑桁に更にエ

ポキシ樹脂塗装をする。 

・ コンクリート部材には海水飛沫量に応じて、鉄筋コンクリートかぶりを増加する。 

 

(5) 基礎構造の検討 

基礎構造形式の特徴と適用条件を表 3.2-8に示す。 

 

(6) 護岸・橋台防護工構造の検討 

護岸工・橋台防護工形式の特徴と適用条件を表 3.2-9に示す。 

 

(7) コスト縮減 

主なコスト縮減の方策は次のとおりである。 

インテグラル形式の採用 

・ フーチングが省略できる。 

・ 逆Ｔ式橋台・橋脚にくらべ杭本数を少なくできる。 

・ フーチング施工のための仮設締め切り工が不要である。 

・ 伸縮装置、支承が省略できる。 

・ 単純支持桁に比べ鋼桁断面を小さくできる。 
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簡素な構造の採用 

・ 高欄は簡素な構造とする。 

・ 橋面排水パイプは鋼管でなく硬質塩ビ管とする。 

・ 橋梁に縦断曲線をつけることにより盛土量、擁壁高、舗装延長を少なくする。 

・ 鋼材はすべてメッキ仕様としメンテナンスフリーとすることによりライフサイクルコスト

を小さくする。 

 

現地製作鋼桁の調達 

本プロジェクトの鋼桁は現地鋼材を使用して現地工場で製作したものを調達する。 
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表
 3
.2
-7
 
橋
梁
上
部
工
形
式
の
特
徴
 

形
式
 

RC
桁
 

PC
桁
 

鋼
鈑
桁
 

PC
箱
桁
 

鋼
箱
桁
 

ト
ラ
ス
 

断
面
図
 

  
 

       

 
 

 
 

経
済
的
な
 

適
用
支
間
 

18
m
以
下
 

15
～
35
m 

15
m～

40
m 

35
m～

10
0m
 

40
ｍ
～
70
m 

40
m～

70
m 

施
工
方
法
 

・
 橋

梁
位
置
の
地
上
に
支
保
工
・
型

枠
を
設
置
し

、
コ
ン

ク
リ
ー
ト

を
打
設
す
る
。
 

・
 サ

イ
ト
近
く
の
ヤ
ー
ド
で

PC
桁

を
製
作
し
、
サ
イ
ト
へ
運
搬
・

架
設
す
る
。
 

・
 床

板
の
型
枠
・
鉄
筋
を
設
置
後
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
 

・
 ジ

ャ
カ
ル
タ
の
工
場
で
鋼
桁
部

材
を
製
作
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
後
、

グ
ヌ
シ
ト
リ
港
経
由
で
サ
イ
ト

へ
運
搬
、
架
設
す
る
。
 

・
 床

板
の
型
枠
・
鉄
筋
配
置
後
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
 

・
 橋

脚
頭

部
か

ら
数

メ
ー

ト
ル

ピ
ッ
チ
で
主
桁
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
し
、
硬
化
後

PC
鋼
材
を

縦
締
め
し
、
主
桁
を
延
伸
す
る
。

・
 床

板
の

PC
鋼

材
を

横
締

め
す

る
。
 

・
 ジ

ャ
カ

ル
タ

の
工

場
で
鋼

桁
部

材
を
製
作
、
下
塗
り
塗
装
後
、

グ
ヌ
シ
ト
リ
港
経
由
で
サ
イ
ト

へ
運
搬
、
架
設
す
る
。
現
場
塗

装
後
、
床
板
の
型
枠
・
鉄
筋
を

配
置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
す
る
。
 

・
 ジ

ャ
カ

ル
タ

の
工

場
で
鋼

桁
部

材
を
製
作
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
後
、

グ
ヌ
シ
ト
リ
港
経
由
で
サ
イ
ト

へ
運
搬
、
架
設
す
る
。
 

・
 床

板
の
型
枠
・
鉄
筋
を
配
置
後
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
 

施
工
性
 

・
 河

川
が
深

い
場
合

は
支

保
工

設
置
が
面
倒
で
あ
る
。
 

・
 主

桁
と
床

板
が
同

時
に

施
工

で
き
る
た
め
、
工
期
が
短
い
。
 

・
 P
C
桁
の
製
作
に
特
殊
機
材
と
技

術
を
要
す
る
。
 

・
 品

質
管
理
さ
れ
た

PC
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
造
が
必
要
で
あ
る
。

・
 P
C
桁
は
重
量
が
大
き
い
た
め
運

搬
・
架
設
に
特
殊
機
械
と
仮
設

工
事
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
 鋼

桁
は
軽
量
で
分
割
で
き
る
た

め
、
運
搬
・
架
設
が
容
易
で
あ

る
。
 

・
 高

度
な
技

術
と
特

殊
機

械
を

必
要
と
す
る
。
 

・
 品

質
管
理

さ
れ

た
PC

コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
造
が
必
要
で
あ
る
。

・
 架

設
工
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
河

川
条
件
を
問
わ
な
い
。
 

・
 箱

桁
で
あ
る
た
め
、
板
桁
に
比
べ

る
と
サ
イ
ズ
が
大
き
く
重
量
も

大
き
い
た
め
、
運
搬
・
架
設
が

比
較
的
面
倒
で
あ
る
。
 

・
 部

材
サ

イ
ズ

が
小

さ
い
た

め
運

搬
は
容
易
で
あ
る
が
、
ト
ラ
ス

全
体
の
重
量
が
大
き
く
、
現
場

接
合
ヶ
所
が
多
い
た
め
、
架
設

が
面
倒
で
あ
る
。
 

工
期
 

(上
部
工
の
み
)

・
 上

部
工
全
体
：
３
ヶ
月
 

(3
0m

当
り
) 

・
 P
C
桁
製
作
：
３
ヶ
月
 

・
 架

設
・
床
板
工
：
3.
5
ヶ
月
 

(3
0m

当
り
) 

・
 鋼

桁
製
作
・
運
搬
：
４
ヶ
月
 

・
 架

設
・
床
板
工
：
２
ヶ
月
 

(3
0m

当
り
) 

・
 上

部
工
全
体
：
8.
5
ヶ
月
 

（
10
0m

当
り
）
 

・
 鋼

桁
製
作
・
運
搬
：
５
ヶ
月
 

・
 架

設
・
床
板
工
：
３
ヶ
月
 

(1
00
m
当
り
) 

・
 鋼

桁
製
作
・
運
搬
：
５
ヶ
月
 

・
 架

設
・
床
板
工
：
４
ヶ
月
 

(1
00
m
当
り
) 

必
要
維
持
管
理

・
 コ

ン
ク
リ

ー
ト
で

あ
る

た
め

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。
 
・
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
た
め
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。

・
 亜

鉛
メ
ッ
キ
す
れ
ば
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。
 

・
 コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

あ
る

た
め

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。

・
 エ

ポ
キ

シ
樹

脂
塗

装
す
れ

ば
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。

・
 亜

鉛
メ

ッ
キ

す
れ

ば
メ
ン

テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
で
あ
る
。
 

・
 下

弦
材
に
泥
・
ゴ
ミ
が
貯
ま
る
の

で
定
期
清
掃
が
必
要
で
あ
る
。
 

そ
の
他
の
特
徴

・
 イ

ン
テ
グ

ラ
ル
形

式
に

す
る

と
耐
震
性
が
優
れ
る
。
 

・
 鋼

桁
よ
り
上
部
工
が
重
い
の
で

下
部
工
が
大
規
模
に
な
る
。
 

・
 イ

ン
テ
グ
ラ
ル
形
式
に
す
る
た

め
に
は
、
剛
結
部
の
補
強
造
作

が
必
要
で
あ
る
。
 

・
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
よ
り
上
部
工

が
軽
い
の
で
下
部
工
を
小
さ
く

で
き
る
。
 

・
 イ

ン
テ
グ
ラ
ル
橋
梁
に
す
る
と

耐
震
性
が
優
れ
る
。
 

・
 橋

脚
と
上
部

工
が

剛
結

さ
れ

る
の
で
耐
震
性
が
優
れ
る
が
、
下

部
工
が
大
規
模
と
な
る
。
 

・
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

よ
り
上

部
工

が
軽
い
の
で
下
部
工
を
小
さ
く

で
き
る
。
 

・
 橋

梁
の
全
体
幅
員
が
広
い
た
め
、

下
部
工
が
大
き
く
な
る
。
 

・
 桁

高
を
小
さ
く
で
き
る
。
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表
 3
.2
-8
 
橋
梁
基
礎
工
の
特
徴
と
適
用
条
件
 

形
式
 

直
接
基
礎
 

打
込
み
杭
基
礎
 

場
所
打
ち
杭
基
礎
 

場
所
打
ち
杭
パ
イ
ル
ベ
ン
ト
 

井
筒
基
礎
 

概
念
図
 

            

 
 

    

 
 

施
工
方
法
 

・
 地

面
を
掘
削
し
、
下
部
工
フ
ー
チ
ン

グ
を
直
接
地
盤
に
据
え
付
け
る
。
 

・
 プ

レ
キ
ャ
ス
ト
杭
を
現
場
で
製
作
す
る
か
、

プ
レ
テ
ン
工
場
か
ら
購
入
・
運
搬
す
る
。
H

鋼
杭
や
鋼
管
杭
の
場
合
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

工
場
へ
製
作
注
文
し
、
搬
入
す
る
。
 

・
 プ

レ
キ
ャ
ス
ト
杭
径
は

40
cm

角
、
H
鋼
杭
は

40
cm

角
、
鋼
管
杭
は

60
cm

程
度
で
あ
る
。

・
 杭

を
打
設
後
、
地
面
を
掘
削
し
、
フ
ー
チ
ン

グ
を
据
え
付
け
る
。
 

・
 水

位
が
高
い
場
合
は
鋼
矢
板
仮
締
切
り
を
設

置
し
、
排
水
す
る
。
 

・
 掘

削
機
で
地
面
に
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
籠
を

入
れ
、
ト
レ
ミ
ー
管
を
使
用
し
て
水
中
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
 

・
 杭

径
は

1.
2～

1.
5ｍ

で
あ
る
。
 

・
 転

石
や

岩
は

グ
ラ

ブ
ま

た
は

回
転

ケ
ー

シ
ン
グ
で
掘
削
で
き
る
。
 

・
 杭

を
打
設
後
、
地
面
を
掘
削
し
、
フ
ー
チ

ン
グ
を
据
え
付
け
る
。
 

・
 水

位
が

高
い

場
合

は
鋼

矢
板

仮
締

切
り

を
設
置
す
る
。
 

・
 左

記
の

場
所

打
ち

杭
と

同
じ

要
領

で
杭
を
横
梁
ま
で
延
伸
す
る
。
 

・
 水

が
あ

る
場

合
は

ケ
ー

シ
ン

グ
を

水
面
よ
り
上
ま
で
設
置
す
る
。
 

・
 円

形
ま
た
は
四
角
形
の
井
筒
を
地
上
で

製
作

し
、

内
部

の
地

面
を

エ
ク

ス
カ

ベ
ー
タ
ま
た
は
ク
ラ
ム
シ
ェ
ル
で
掘
削

し
井

筒
を

支
持

地
盤

ま
で

沈
下

さ
せ

る
。
深
い
場
合
は
井
筒
を
継
ぎ
足
し
て

沈
下
さ
せ
る
。
 

・
 水

が
あ
る
場
合
は
、
架
設
仮
締
切
り
壁

を
設
置
し
、
フ
ー
チ
ン
グ
及
び
柱
設
置

後
に
撤
去
す
る
。
 

適
用
地
盤
条
件
 

・
 支

持
地
盤
（
N
値
が

30
以
上
）
が
地

表
か
ら
５
ｍ
程
度
よ
り
浅
い
場
合
に

適
用
で
き
る
。
 

・
 地

盤
に
転
石
が
な
く
杭
が
打
ち
込
め
る
場
合

に
適
用
で
き
る
。
 

・
 振

動
・
騒
音
が
発
生
す
る
の
で
、
市
街
地
で

は
問
題
で
あ
る
。
 

・
 プ

レ
キ
ャ
ス
ト
杭
は

15
m
程
度
、H

鋼
や
鋼
管

杭
は

50
m
程
度
よ
り
浅
い
位
置
に
支
持
地
盤

が
あ
る
場
合
に
適
す
る
。
 

 

・
 ほ

と
ん
ど
の
土
質
に
適
用
で
き
る
。
 

・
 ほ

と
ん

ど
の

土
質

に
適

用
で

き
る

が
、
上
部
工
が
比
較
的
低
く
、
軽
量

で
な
け
れ
ば
、
構
造
的
に
適
用
で
き

な
い
。
 

・
 大

き
な
転
石
が
あ
る
場
合
や
硬
い
岩
盤

で
も
問
題
な
く
掘
削
で
き
る
。
 

・
 支

持
層
が
深
い
場
合
は
、
掘
削
と
井
筒

の
沈
下
作
業
が
困
難
に
な
る
た
め
、
支

持
地

盤
が

比
較

的
浅

い
場

合
に

適
す

る
。
 

施
工
機
械
 

施
工
性
 

 

・
 特

殊
機
械
が
不
要
で
あ
る
。
 

・
 非

常
に
簡
単
。
 

・
 水

位
が
高
い
場
合
は
、
排
水
が
困
難

で
あ
る
。
 

 

・
 場

所
打
ち
杭
よ
り
大
型
の
杭
打
機
が
必
要
で

あ
る
。
 

・
 杭

打
設
作
業
は
簡
単
。
 

・
 支

持
力
確
認
は
簡
単
で
あ
る
。
 

 

・
 打

込
杭
よ
り
掘
削
機
は
小
さ
い
。
 

・
 掘

削
状

況
及

び
水

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
 

・
 支

持
力
確
認
検
査
が
や
や
面
倒
で
あ
る
。

 

・
 同

左
 

・
 橋

脚
・
橋
台
が
必
要
な
い
た
め
、
施

工
が
簡
単
で
あ
る
。
 

・
 水

位
が
高
い
場
合
、
締
切
工
が
必
要

な
い
た
め
施
工
が
簡
単
で
あ
る
。
 

 

・
 現

場
で
ケ
ー
ソ
ン
を
製
作
す
る
た
め
、

現
場
作
業
が
多
く
面
倒
で
あ
る
。
 

工
期
・
コ
ス
ト
 

・
 工

期
は
非
常
に
短
い
。
 

・
 コ

ス
ト
は
非
常
に
安
い
。
 

・
  

・
 工

期
は
場
所
打
ち
杭
よ
り
短
い
。
 

・
 コ

ス
ト
は
場
所
打
ち
杭
よ
り
安
い
。
 

・
 工

期
は
打
込
杭
よ
り
長
い
。
 

・
 コ

ス
ト
は
打
込
杭
よ
り
高
い
。
 

・
 フ

ー
チ

ン
グ

が
不

要
で

あ
る

た
め

工
期
お
よ
び
コ
ス
ト
は
小
さ
い
。
 

・
 工

期
は
長
く
コ
ス
ト
は
高
い
。
 

適
用
可
能
な
 

対
象
橋
梁
 

・
 支

持
地
盤
が
浅
い
橋
梁
は
な
い
。
 

・
 G
id
o 
Si

’it
e
橋
に
適
用
可
能
で
あ
る
が
、
パ

イ
ル

ベ
ン

ト
形

式
と

の
比

較
が

必
要

で
あ

る
。
 

・
 I
da
no
 G
aw
o
橋
お
よ
び

Me
za
ya

橋
は
橋

脚
高
が

大
き

い
た
め

パ
イ

ル
ベ
ン

ト
形

式
が
適

用
で

き
な
い

場
合

に
こ
れ

ら
橋

梁
に
適
用
で
き
る
。
 

・
 す

べ
て

の
橋

梁
下

部
工

に
適

用
で

き
る
。
た
だ
し

Id
an
o 
Ga
wo

橋
と

Me
za
ya

橋
は
２
本
杭
で
安
定
す
る

か
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
 岩

盤
が
浅
い

Me
za
ya

橋
に
適
用
で
き

る
が
場
所
打
ち
杭
に
比
べ
コ
ス
ト
が
高

い
。
 



 

３-１５

表
 
3
.
2-
9
 
護
岸
・
橋
台
防
護
工
形
式
の
特
徴
と
適
用
条
件

 
蛇
籠
積
み
 

（
我
が
国
で
は
布
団
籠
と
呼

ぶ
）
 

練
石
積
擁
壁

 
練
石
張
り
 

P
C
矢
板
 

断
面
図

 

 
 

 
 

必
要
資
機
材
 

・
 玉

石
 

・
 蛇

籠
ネ
ッ
ト
 

 

・
 玉

石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

・
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
 

・
 玉

石
と
モ
ル
タ
ル
 

 

・
 P
C
矢
板
 

・
 杭

打
機
（
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
ー
） 

・
 キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
用

鉄
筋

と
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

適
用
条
件
 

・
 ほ

と
ん

ど
の

条
件

に
適
用

で
き

る
。

特
に

地
盤

の
変

形
に

追
随

で
き
る
。
 

・
 海

水
に

接
す

る
場

所
へ
の

使
用

は
問
題
で
あ
る
。（

ア
ル
ミ
メ
ッ

キ
鋼

線
網

仕
様

が
必

要
で

あ
る
。
）
 

 

・
 基

礎
地
盤

が
軟

ら
か

い
場

合
は

適
用
で
き
な
い
。
 

・
 水

中
施
工
が
で
き
な
い
。
 

・
 洗

掘
が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
洗

掘
防
止
工
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

・
 盛

土
ま

た
は

切
土

面
の

浸
食

防
止
目
的
で
あ
る
。
 

・
 洗

掘
が

予
想

さ
れ

る
場

合
は

洗
掘
防
止
工
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

・
 固

い
地

盤
や

玉
石

が
あ

る
地

盤
で
は
貫
入
で
き
な
い
。
 

・
 杭

打
ち
機
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
 水

深
数

メ
ー

ト
ル

ま
で

適
用

で
き
る
。
 

 

耐
久
性

 

必
要
維
持
管
理

・
 長

期
的

に
は

鉄
網

が
腐
食

す
る

た
め
、
耐
久
性
に
劣

る
。
 

 

・
 耐

久
的
で

維
持

管
理

不
要

で
あ

る
。
 

・
 洗

掘
や
沈

下
が

生
じ

た
場

合
は

補
修
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

・
 耐

久
的

で
維

持
管

理
不

要
で

あ
る
。
 

・
 洗

掘
や

沈
下

が
生

じ
た

場
合

は
補
修
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
 耐

久
的

で
維

持
管

理
不

要
で

あ
る
。
 



３-１６ 

3.2.2.3 橋梁架橋位置の計画 

架橋位置の代替案を作成し、以下の選定方針に基づき比較・選定する。対象橋梁の架橋位置代

替案の比較選定を表 3.2-10に示す。 

 

橋梁建設位置の選定方針 

・ 家屋移転を最小にする。 

・ 用地収用を最小にする。 

・ ユーテイリティー移設を最小にする。 

・ 交通への障害を最小にする。 

・ 仮設費を含む建設費を最小にする。 

・ 仮橋や仮設工事のスペースが確保できる。 



  

３-１７ 

表
 
3
.
2-
1
0
 (
1
/
6)
 
No
u
橋
架
橋
位
置
の
比
較
表
 

 
平
面

図
 

撤
去

家
屋

 
収

用
 

用
地

面
積

移
設

 

ﾕ
ｰ
ﾃｨ
ﾘ
ﾃｨ
 

迂
回

 

ル
ー
ト

取
付

道
路

線
形

 

現
況

 

撤
去

 
コ
ス

ト
比
較

選
定

 

第
１

案
 

 

ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ造

:
 

5
軒

 

（
全

て
商

店
、

こ

の
う

ち
３

件
は

長
屋

）
 

5
8
5
㎡

 

（
商

業
地
）

水
道

管
×

1
 

(
φ

 
2
0c
m)
 

 

電
話

線
×

２
 

(
φ

 
1
5c
m)
 

 

電
柱

×
２

 

現
橋

 
R
=
30

m
 

新
橋

 

完
成

後

1
.
0
 

橋
梁

44
m

道
路

73
m

新
橋
を
現
橋
の
上
流
側
に
建
設

 

・
商
店
の
撤
去
お
よ
び
商
業
地
域

の
用
地
収
用
は
困
難
で
あ
る
。

 

第
2
案

 

 

な
し

 
3
0
㎡

 

（
河

岸
）

 

水
道

管
×

２
 

(
φ

 
2
0c
m)
 

 

電
話

線
×

２
 

(
φ

 
1
5c
m)
 

 

N
O
U
 A

橋
R
=
30

m
 

新
橋

 

完
成

前

1
.
0
 

橋
梁
:4
2
m

道
路
:4
8
m

現
橋
撤

去
:4

7m
 

軽
車
両
用
仮

橋
：
42
m

現
橋
を
撤
去
し
て

 

現
橋
位
置
に
新
橋
を
建
設

 

･
第

３
案

に
現

橋
撤

去
費

を
含

ま

な
い

場
合

は
第

３
案

よ
り

高
い

が
、

家
屋

移
転

や
用

地
収

用
の

問
題
が
な
い
。

 

・
河
岸
の
わ
ず
か
な
用
地
収
用
は

問
題
な
い
と
見
込
ま
れ
る
。

 

 

選
 
定

 

第
３

案
 

ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ造

:
 

1
軒

、
 

木
造

:5
軒

 

(
全

て
商

店
)

3
2
0
㎡

 

（
商

業
地
）

水
道

管
×

1
 

(
φ

 
2
0c
m)
 

 

現
橋

 
R
=
30

m
 

新
橋

 

完
成

後

0
.
95

 

橋
梁
:4
1
m

道
路
:6
2
m

（
現

橋
撤

去

費
を

含
ま

ず
）

新
橋
を
現
橋
の
下
流
側
に
建
設

 

・
現
橋
撤
去
費
を
含
ま
な
い
場
合

は
最

も
安

い
が

、
商

店
の

撤
去

お
よ

び
商

業
地

域
の

用
地

収
用

は
困
難
で
あ
る
。

 



  

３-１８ 

表
 
3
.
2-
1
0
 (
2
/
6)
 
No
u
 A

橋
架
橋
位
置
の
比
較

表
 

 
平
面

図
 

撤
去

家
屋

収
用

 

用
地

面
積

 

移
設

 

ﾕ
ｰ
ﾃｨ
ﾘ
ﾃｨ

 

迂
回

 

ル
ー

ト

取
付

道
路

線
形

 

現
況

 

撤
去

 
コ
ス

ト
 

比
較

選
定

 

第
１

案
 

仮
設

家

屋
:1

軒
 

3
0
㎡

 

（
河

岸
）

 

電
柱
２
本

 

(
電
話
)
 

N
O
U 
橋

R
=
30
m
 

新
橋

 

完
成
前

1
.
0
 

橋
梁

:5
0m

道
路

:5
4m

現
橋
撤

去
:5
1m
 

軽
車
両
用
仮

橋
：

54
m
 

現
橋
を
撤
去
し
て

 

現
橋

位
置

に
新

橋
を

建

設
 

第
２

案
に

比
べ

安
く

、

家
屋
移
転
が
な
く
、
土

地
収

用
が

わ
ず

か
で

あ
る
。

 

・
土

地
収

用
は

わ
ず

か

な
河

岸
で

あ
る

た
め

容
易

で
あ

る
と

見
込

ま
れ
る
。

 

 

選
 
定

 

第
2
案

 

ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
造

:

１
軒

 

木
造
：
２
軒

（
ひ

と
つ
は

仮
設

市
場

）

3
75

㎡
 

（
右

岸
は
住

宅
地

、
左

岸
は

公
共

市
場
）

 

電
柱
２
本

 

(
電
話
)
 

現
橋

 
R
=
50
m
 

新
橋

 

完
成
後

1
.
03
 

橋
梁

:5
4m

道
路

:8
5m

(現
橋
撤
去
費

を
含
ま
ず
)

新
橋

を
現

橋
の

下
流

側

に
建
設

 

･
現

橋
撤

去
費

を
含

ま

な
い

場
合

で
も

コ
ス

ト
が
高
く
、
家
屋
移
転

お
よ

び
市

街
地

の
土

地
収

用
は

容
易

で
な

い
。

 



  

３-１９ 

表
 
3
.
2-
1
0
 (
3
/
6)
 
Gi
d
o
 S
i
’
i
te

橋
架
橋
位
置
の

比
較
表
 

 
平
面

図
 

撤
去

家
屋

収
用

 

用
地

面

積
 

移
設

 

ﾕ
ｰ
ﾃｨ
ﾘ
ﾃｨ

 

迂
回

 

ル
ー

ト

取
付

道
路

線
形

 

現
況

 

撤
去

 
コ
ス

ト
比
較

選
定

 

第
１

案
 

 
な
し

 
1
0
00

㎡
 

（
耕
地
）

 

電
柱
１

本

（
移
設
ま

た

は
電
柱
を

追

加
し
て
架

線

を
上
げ
る
）

現
橋

 
R
=
11
0m

新
橋

 

完
成
後

1
.
0
 

橋
梁

:4
0m

道

路
:1
67
m

（
現
橋
撤

去
費
を
含

ま
ず
）

新
橋

を
現

橋
の

上
流

側

に
建
設

(河
川
に
直
交
)
 

・
 
家

屋
移

転
が

必
要

な
い
。

 

・
 
用

地
収

用
面

積
が

第
２

案
よ

り
多

い

が
、
耕
地
で
あ
る
た

め
問

題
な

い
と

見

込
ま
れ
る
。

 

・
 
道
路
線
形
が
よ
い
。
 

 

選
 
定

 

第
2
案

 

 
木
造
：
１
軒

7
00

㎡
 

（
耕
地
）

 

電
柱
１
本

（
移
設
ま
た

は
電
柱
を
追

加
し
て
架
線

を
上
げ
る
）

現
橋

 
R
=
50
m
 

新
橋

 

完
成
後

1
.
0
 

橋
梁

:4
1m

道

路
:1
56
m

（
現
橋
撤

去
費
を
含

ま
ず
）

新
橋

を
現

橋
の

上
流

側

に
建

設
(
河

川
と

斜
め

に

交
差

)
 

・
 
家

屋
移

転
が

必
要

で
あ
る
。

 

 



  

３-２０ 

表
 
3
.
2-
1
0
 (
4
/
6)
 
Id
a
n
o 
G
a
w
o
橋
架
橋
位
置
の
比
較
表
 

 
平
面

図
 

撤
去

家
屋

収
用

 

用
地

面
積

移
設

 

ﾕ
ｰ
ﾃｨ
ﾘ
ﾃｨ

迂
回

 

ル
ー

ト

取
付

道
路

線
形

 

現
況

 

撤
去

 
コ
ス

ト
 

比
較

選
定

 

第
１

案
 

 
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
：
１
軒

木
造
：
１
軒

4
20

㎡
 

（
住
宅
地
）

な
し

 
現
橋

 
R
=
20
0m

新
橋

 

完
成
後

1
.
2
 

橋
梁

:1
92
m

道
路

:1
73
m

（
現
橋
撤
去

を
含
ま
ず
）

新
橋

を
現

橋
の

上
流

側

に
建
設

 
・
家
屋
移
転
お
よ
び
用
地

収
用
が
必
要
で
あ
る
。

 

・
第
２
案
よ
り
コ
ス
ト
が

高
い
。

 

第
2
案

 

 
な
し

 
な
し

 
な
し

 
仮
橋

 

 

直
線

 
着
工
前

1
.
0
 

橋
梁

:1
51
m

道
路
：

94
m

現
橋
撤
去
：

1
5
1m
 

仮
橋

:1
40
m

現
橋
を
撤
去
し
て

 
現

橋
位

置
に

新
橋

を
建

設
 

･
家

屋
移

転
や

用
地

収
用

が
必

要
な

く
、

コ
ス

ト
が
安
い
。

 

選
 
定

 

第
３

案
 

 
ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
造

:３

軒
 

 

8
70

㎡
 

（
左
岸
は
住

宅
地
、
右
岸
は

河
岸
）

 

電
柱
２
本

 

現
橋

 
R
-
11
0m

新
橋

 

完
成
後

1
.
2
 

橋
梁

:1
89
m

道
路

:2
03
m

（
現
橋
撤
去

を
含
ま
ず
）

新
橋

を
現

橋
の

下
流

側

に
建
設

 
・
家
屋
移
転
お
よ
び
用
地

収
用
は
必
要
な
い
。

 

・
第
２
案
よ
り
コ
ス
ト
が

高
い
。

 



  

３-２１ 

表
 
3
.
2-
1
0
 (
5
/
6)
 
Me
z
a
ya

橋
架
橋
位
置
の
比
較
表
 

 
平
面

図
 

撤
去

家
屋

収
用

 

用
地

面
積

移
設

 

ﾕ
ｰ
ﾃｨ
ﾘ
ﾃｨ
 

迂
回

 

ル
ー

ト

取
付

道
路

線
形

 

現
況

 

撤
去

 
コ
ス

ト
 

比
較

選
定

 

第
１

案
 

 

ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ造

：

３
軒

（
内
１

軒
は

土
台
の

み
）

 

木
造

：
２
軒
 

2
2
5
㎡

 
電

柱
１

本
 

 

現
橋

 
交
差

点
 

新
橋

 

完
成

後

1
.
08

 

橋
梁

9
2m
 

道
路
：

23
8m

（
取
付
道
路
の

急
勾
配
改
良
を

含
む
。）

 

新
橋

を
現

橋
の

下
流

側
に

建
設

(直
近
)
 

･
コ

ス
ト

が
高

く
、

移
転

家

屋
お

よ
び

用
地

収
用

面
積

が
多
い
。

 

第
2
案

 

 

ｺ
ﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ造

：

２
軒

（
内

１

軒
は

土
台
の

み
）

 

 

8
0
㎡

 
電

柱
１

本
 

 

現
橋

 
交
差

点
新
橋

 

完
成

後

1
.
0
 

橋
梁
：

94
m

道
路
：

15
0m

（
取
付
道
路
の

急
勾
配
改
良
を

含
む
。）
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3.2.2.4 橋梁基本計画 

(1) 対象橋梁の基本計画 

サイト条件から決定される橋梁基本計画（道路線形、護岸計画、橋長、桁下高、基礎工形式、

仮設工事その他付帯工事計画等の計画）を表 3.2-11に示す。 

 

表 3.2-11 (1/6) Nou橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 密集した商業・住宅地域である。橋梁地点の交通量は非常に多い。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は、橋長47m、車道幅員６m、３径間のコンクリート橋である。計画橋梁は車

道幅員７ｍ、歩道幅員１ｍである。計画橋梁位置は、家屋移転や用地問題を避け

るため現橋位置である。 

道路状況 

と 

道路計画 

接続する道路はアスファルト舗装で、車道幅員６ｍ、路肩幅員 1.5m である。橋

梁取付区間は擁壁で盛土されている。現道と計画橋梁を接続するために橋梁直近

下流側にわずかに用地が必要である。 

取付道路縦断勾配は既存の勾配に合わせ４％とする。橋梁区間は半径 500m の縦

断曲線とする。計画橋梁の路面高は現道に合わせることとする。なお、取付道路

の路面高を上げることは、民家への進入困難や擁壁嵩上げ等の問題が生じる。 

河川状況 

と 

護岸計画 

河口から約250mである。汽水域で、水深は最も深い位置で２m程度である。河川

は、小型漁船が陸揚げや停泊するために通過している。橋台前面の護岸工は PC

矢板とする。PC矢板は打設の際の障害物をさけるとともに、橋梁上下流位置の既

存のコンクリート擁壁形式護岸工とスムーズに接続するよう計画する。 

橋 長 上記の護岸工の背後に橋台を計画すると橋長は41.5mとなる。 

桁高 

計画 

小型漁船が通過するため、桁下高を現在と同じまたは高くする。現在の桁下高は

洪水に対して十分余裕がある。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

地表から15m程度は柔らかなシルト質粘性土で、それ以下はシルト質細砂である。

支持層は深度28～29m程度にある。杭長は30m程度である。 

杭種は、サイトが市街地内であるため騒音・振動を生じない場所打ち杭（杭径1.5m

のリバース工法を想定）をする。 

仮設計画等 

歩行者および軽車両が通行するための仮橋を橋梁の下流側に計画する。仮橋は一

時的な工事重機の通行にも使用するため６ｍ幅員とする。車両交通はNou A橋ま

たは上流の橋梁へ迂回させる。 

現橋の添架物である水道管と電話線の一時移設工事が必要である。（「イ」側負担）

計画橋梁はこれら添架物を再度設置するための添架構造が必要である。 
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表 3.2-11 (2/6) Nou A 橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 
左岸側はショッピングモールや市場がある商業地域、右岸側は密集した住宅

地域である。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は、橋長 51m、車道幅員 4.5m の単径間トラス橋である。計画橋梁は車道

幅員６ｍである。計画橋梁位置は、家屋移転や用地問題を避けるため現橋位

置とする。 

 

道路状況 

と 

道路計画 

左岸側の接続道路は市場に面しており 13m と広いが、右岸側の道路は路肩が

ほとんどなく全幅員が６ｍである。橋梁取付区間は擁壁による盛土である。

計画橋梁と現道を接続するために橋梁直近の下流側にわずかに用地が必要と

なる。 

取付道路勾配は左岸側の既存勾配に合わせ５％とする。右岸側の既存道路勾

配は８％程度であるが、取付道路の擁壁を嵩上げして市街地道路の勾配基準

値の６％に改良する。橋梁区間は半径 500m の縦断曲線とする。 

河川状況 

と 

護岸計画 

サイトは河口から約 100m で汽水域である。サイトはスマトラ島に面している

ため波浪は穏やかである。水深は最も深い位置で２m 程度である。河川を小

型漁船が陸揚げや停泊するために通過している。 

計画橋梁前面の護岸工は PC 矢板とする。PC 矢板は、橋梁上流位置の既存の

コンクリート擁壁形式護岸工と河口の護岸工とスムーズに接続する位置に計

画する。 

橋 長 上記の護岸工の背後に橋台を計画すると橋長は 49.5m となる。 

桁高 

計画 

小型漁船が通過するため、桁下高を現在と同じ、または高くする。現在の桁

下高は洪水に対しては十分余裕がある。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

地表から 20m 程度は柔らかなシルト質粘性土で、それ以下はシルトである。

支持層は深度 38～43m 程度にある。杭長は 40～45m 程度である。 

杭種は、サイトが市街地内であるため騒音・振動を生じない場所打ち杭（杭

径 1.5m）とする。橋脚は、施工が容易なパイルベント形式とする。 

仮設計画等 

歩行者および軽車両が通行するための仮橋を橋梁の下流側に計画する。仮橋

は一時的な工事重機の通行にも使用するため６ｍ幅員とする。 

車両交通は Nou 橋へ迂回させる。 
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表 3.2-11 (3/6) Gido Si’ite 橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 
サイトはグヌンシトリ市から約 20km 離れた郊外の、民家が点在する耕地・森

林地域である。地形はなだらかな丘陵地である。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は、橋長 37m、車道幅員６m、２径間のコンクリート橋である。計画橋梁

は現橋と同じ幅員とする。現橋は取付け道路線形が悪いため、新橋は現橋の

上流側に計画する。 

なお、電柱移設が必要のない架橋位置を検討したが、いずれのルートも電柱

の移設または電柱追加による電線の嵩上げが必要であることが確認された。

道路状況 

と 

道路計画 

接続する道路は、アスファルト舗装で、車道幅員６ｍ、路肩幅員 1mである。

計画道路の線形は、橋梁が河川と直交するルートとし、取付道路の平面線形

を 110m とする。取付道路の縦断線形は、計画橋梁路面高が現橋より 1.7m 程

度高くなるため縦断勾配を８%とする。橋梁区間には縦断曲線 450m～500m を

設ける。 

河川状況 

と 

護岸計画 

サイト付近で河川は激しく蛇行しており、洪水時には河川から溢れ広い範囲

（数百メートル）で道路を越流する。越流区間が広いため、本プロジェクト

では越流対策は行わない。 

橋梁の上下流の河岸には蛇籠（布団籠）積み護岸工が設置してある。計画橋

梁の前面には、既存の上下流の蛇籠に円滑に連続した形状に、蛇籠積みを設

置する。 

橋 長 

計画橋梁の橋長は現橋と同等の 40m（橋台前面間は 36m）とする。湛水範囲は

広いものの、洪水流出量および流速は小さいためこの橋長で十分と判断され

る。 

桁高 

計画 

計画橋梁の桁下高は設計洪水位に対して１ｍの余裕をとる。洪水時に流木流

下の可能性はあるが、洪水時には周辺一帯が湛水して河川幅が広くなり流速

が遅いため１ｍの余裕で十分である。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

中間にやや固い土層を挟むものの、概して地表から 38m は柔らかな粘性土で

ある。支持層は深度約 38m である。基礎工は場所打ち杭（杭径 1.5m）とする。

仮設計画等 

既存橋梁は新橋完成後に撤去する計画である。（「イ」側負担） 

工事中も現橋を通行できるため迂回路は必要ない。 

橋脚がないため工事仮橋は必要ない。 
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表 3.2-11 (4/6) Idano Gawo 橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 
山間の丘陵地である。左岸に民家が散在する。右岸下流にはアスファルトプ

ラントがある。交通量は少ない。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は、左岸側からボックスカルバート（29m）、トラス橋（60m）、仮設べー

リー橋（91m）である。なお、右岸側ボックスカルバートは基礎を浸食された

ところに地震を受け大きく傾いたため、仮設べーリー橋が架けられている。

計画は、左岸側橋台の両側にある民家移転を避けるため、既存ボックスカル

バートおよびトラス橋の橋台を再利用し、トラス橋とべーリー橋部分を架替

える。計画橋梁の幅員は車道６ｍ、歩道 0.5m である。 

道路状況 

と 

道路計画 

接続する道路はアスファルト舗装で、車道幅員６ｍ、路肩幅員 1mである。取

付道路は石積み擁壁で盛土されている。取付道路の縦断勾配は現況勾配に合

わせ１％とする。橋梁区間は半径 8000m の縦断曲線とする。計画橋梁の路面

高は既存ボックスカルバートの橋面に合わせる。 

河川状況 

と 

護岸計画 

サイトは比較的大きな河川の中流域である。河川は蛇行しており、洪水の度

に大きく河道が変化している。橋梁から上流数百メートル位置では、右岸の

浸食が進行している。一方、橋梁位置では、左岸の浸食が進行している。こ

の浸食から橋梁を防護するため、蛇籠を現在の河岸およびボックスカルバー

トの上流側に設置する。また、洪水流下によるボックスカルバート周辺の河

床浸食を防ぐため、ボックスカルバートの上下流に蛇籠を設置する。右岸側

には、既に６段積みの蛇籠護岸工が設置されている。計画右岸橋台前面には

石積み護岸工を設置し、河床には浸食防止の蛇籠を設置する。 

橋 長 
既存の左岸橋台を使用する。既存の蛇篭護岸工に合わせて右岸橋台位置を計

画する。その結果橋長は 151.0 m となる。 

桁高 

計画 

計画橋梁路面高を現在の路面高に合わせる計画とした場合、計画桁下高は計

画洪水位に対して 1.5m 以上の余裕があるため問題ない。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

河床から 5m 程度は玉石層である。その下は軟らかな粘性土である。固結粘性

土の支持層が深度 10～20m にある。支持層は右岸へゆくにしたがって深い。

基礎工は、他橋と同じ場所打ち杭（杭径 1.5m）とする。橋脚はパイルベント

形式では耐力不足であるため、小判形とする。 

仮設計画等 

橋梁架替え工事期間中は、迂回路が必要である。上流側に仮設橋梁を建設す

る。既存のボックスカルバートはひび割れ等の問題は見られないので、構造

上の補強は不要であると判断される。ただし、最も左岸よりのボックスの頂

版の鉄筋かぶり不足のため一部の鉄筋が露出している。鉄筋露出部分はチッ

ピング、錆落し後にエポキシ樹脂を塗布する処理を行う。 

ボックスカルバート上面の既存舗装、歩道、高欄を撤去し、歩道および高欄

を新設し、再舗装する。 
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表 3.2-11 (5/6) Mezaya 橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 
海岸近くまで山が迫った地形の小さな集落地域である。橋梁の両岸に民家が

散在する。交通量は少ない。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は１車線幅員の３径間トラス(92m)である。工事中迂回路の建設が容易で

ないため、現橋の下流位置に新橋を計画する。 

道路状況 

と 

道路計画 

接続する道路は、現在、幅員 4.5m の瀝青簡易舗装である。将来 6m 幅員のア

スファルト舗装に改修される予定である。 

現在の右岸側取付道路の最急勾配は約 13%であるが、橋梁区間に 3%勾配を付

けることにより取付道路勾配を 10%に改良する。右岸側の橋梁取付道路は、

現在、平面交差点であるが、曲線(R=8m）に改良する。 

河川状況 

と 

護岸計画 

橋梁から河口まで約 200m と近いにもかかわらず、上流域が急峻な渓谷である

ため等の理由により洪水時の流速が早い。平水時には干満の影響を受け水位

が変動する。 

河床は砂利玉石および風化石灰岩からなる。河岸は風化石灰岩であるため河

道の大きな変化はない。右岸橋台を洪水による浸食から防護するため練石積

み擁壁を設置する。擁壁の前面には洗掘防止工（コンクリートブロック）を

設置する。左岸橋台は洪水が及ばない範囲であるので、雨水による法面浸食

防止のため練石張り法面防護工を設置する。 

橋 長 
計画道路縦断線形と河岸地形に対して、橋台高が 5m 程度になる位置に橋台を

計画する。その結果、橋長は 94.0m となる。 

桁高 

計画 

橋梁路面高は、道路縦断線形から決定される。桁下高は洪水位に対して十分

余裕がある。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

地盤は全体に石灰岩が風化した粘性土である。深くなるにしたがって固結度

が大きくなり、地表から 15m 程度で N値が 30～50 である。場所打ち杭（杭径

1.5m）を計画する。固い石灰岩が散在するためケーシングを設置したハンマー

グラブ（ベノト）掘削機を想定する。 

仮設計画等 

既存の右岸側取付道路の最急勾配は 13%程度である。これを 10%に改良するた

め橋梁取付道路を現在の路面より２ｍ程度高くする計画である。現道の嵩上

げと拡幅のため、高さ 2.6 m の L 形擁壁を延長約 70m 設置する。 

工事中も現橋を通行できるため迂回路は必要ない。 
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表 3.2-11 (6/6)  Sa’ua 橋のサイト条件と橋梁基本計画 

立地環境 

ニアス島南岸沿いの海岸道路と交差する河口である。両側には道路に沿って

民家が散在する。交通量は多くない。海岸までの距離は約 50m である。波が

高いときは海水飛沫が橋梁まで飛んでくる。 

現橋状況 

と 

架替計画 

現橋は老朽化したべーリー仮橋（61m）である。計画橋梁は、海水飛沫をでき

る限り避けるため、現橋の上流側に建設する。 

道路状況 

と 

道路計画 

両岸に接続する道路は、６ｍ幅員のアスファルト舗装道路である。計画道路

線形は、現橋と新橋が約２ｍ離れる位置に計画する。左岸側取付道路の平面

曲線半径は 30m である。右岸側は 110m である。左岸側は急カーブであるため、

カーブ区間は１ｍ拡幅し緩和曲線を使用して橋梁に擦りつける。 

縦断線形は、計画橋梁路面高が現橋より２ｍ程度高くなるため、縦断勾配８％

で現道に擦りつける。橋梁区間は半径 450m の縦断曲線とする。 

河川状況 

と 

護岸計画 

河川は河口に近いためほとんど流速がなく、潮位の影響で水位が変動してい

る。橋台前面には練石積み擁壁の橋台防護工を設置するが、平水位より深い

部分は台座コンクリートとする。防護工前面には洗掘防止のためコンクリー

トブロック（80cm 立方体）を設置する。また、左岸側取付道路の海側は波に

より激しい浸食を受けるので、橋台防護工と同じ構造の護岸工を約 70m 設置

する。右岸側取付道路の海側には既存の護岸工があるため新たな施設は不要

である。 

橋 長 
橋梁より上流の自然河岸に合致させて橋台を計画すると橋長は 53.5m とな

る。 

桁高 

計画 

河口であるため洪水位は高くないが、聞き取り調査によると、過去に異常な

高潮が現橋面まで達した。このため、現橋面から約 50cm 高い位置（EL=4.2m）

を桁下高に計画する。 

土質条件 

と 

基礎工 

計画 

全体にシルト質粘性土と細砂が互層になっている。地表から深くなるにした

がって締まっている。深度 20m 程度で N値が 30～50 であるのでこれを支持層

と見なす。基礎形式は他案と同様の場所打ち杭（杭径 1.5m）とし、施工法は

ケーシングを用いたグラブハンマー掘削機を想定する。 

仮設計画等 

計画橋梁を建設するために、既設べーリー橋の左岸側約 10m を撤去する必要

がある。仮橋台および盛土を行い海側に取付道路を一時的にシフトする。 

また、既設べーリー橋は老朽化して、重量車両の通行は危険な状態であるた

め、施工時には仮橋脚を設置して一時仮補強することが必要である。 
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(2) 対象橋梁の径間割り計画 

インテグラル形式鋼鈑桁の経済的な支間長は20～40m程度である。この範囲で径間割りの代替

案を比較選定する。対象橋梁の径間割り代替案を表 3.2-12に示す。サイト条件から決まる特

段の制約がない限り、橋梁全体コストを比較し経済的な案を選定する。 

 

表 3.2-12 対象橋梁の径間割り代替案 

橋 梁 橋長(m) 第１案 第２案 

① Nou橋 41.5 １径間 ３径間 

② Nou A橋 49.5 2径間 ― 

③ Gido Si’ite橋 40.0 １径間 ２径間 

④ Idano Gawo橋 151.0 ４径間 ５径間 

⑤ Mezaya橋 94.0 ３径間 ４径間 

⑥ Sa’ua橋 53.5 ２径間 ― 

注）Nou橋の２径間案は漁船航行上に橋脚が位置するため３径間案を代替案とした。 

 

径間割り比較案のコスト比較の結果、すべての橋梁について最も径間数が少ない案を選定した。 

 

3.2.3 基本設計図 

 

本計画の協力対象事業の内容を表 3.2-13に示す。また、基本設計図をそれ以降に示す。 

 

表 3.2-13 協力対象事業の内容 

 Nou橋 Nou A橋 Gido Si’ite橋 Idano Gawo橋 Mezaya橋 Sa’ua橋 

橋 長 41.5 m 49.5 m 40.0 m 151.0 m 94.0 m 53.5 m 

支間割り 1@41.5 2@24.75 1@40.0 
3.0+32.0+ 

2@42.0+32.0 

29.0+36.0+ 
29.0 

2@26.75 

車道 7.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 

歩道 1.0 m 0.5 m 0.5 m 0.5 m 0.5 m 0.5 m 
橋 梁

幅員 
全幅 9.5 m 7.5 m 7.5 m 7.5 m 7.5 m 7.5 m 

上部工形式 鋼鈑桁 鋼鈑桁 鋼鈑桁 鋼鈑桁 鋼鈑桁 鋼鈑桁 

下部工形式 
場所打ち杭 
パイルベント 

場所打ち杭 
パイルベント 

場所打ち杭 
パイルベント 

場所打ち杭 
パイルベント 

場所打ち杭 
パイルベント 

場所打ち杭 
パイルベント 

橋面舗装 ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (6cm) 

取付道路延長 70.8 m 90.5 m 180.0 m 209.0 m 181.0 m 186.5 m 

車道 7.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 6.0 m 取 付
道 路
幅員 路肩 1.0 m 1.0 m 1.0 m 1.0 m 1.0 m 1.0 m 

取付道路舗装 ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) ｱｽﾌｧﾙﾄ (8cm) 

取付道路 
擁壁延長 

39.0 m 73.0 m 0.0 0.0 95.0 m 129.0 m 

護岸工形式 PC矢板 PC矢板 蛇篭積み 蛇篭積み 
蛇篭＋擁壁+ｺﾝ

ｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 
擁壁+ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

護岸工数量 74.0 m 48.0 m 蛇篭534個 蛇篭680個 
蛇篭22個,擁壁
17.0m,ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾌﾞﾛｯｸ 25個 

擁壁42.0m, ｺﾝｸ
ﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 486個

 

橋梁延長合計 429.5 m 

取付道路延長合計 917.8 m 
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